
平成２５年 第３回臨時会

浪 江 町 議 会 会 議 録

平成２５年５月８日 開会

平成２５年５月８日 閉会

浪 江 町 議 会



平成２５年第３回浪江町議会臨時会会議録目次

招集告示………………………………………………………………………１

応招・不応招議員……………………………………………………………２

第 １ 号（５月８日）

議事日程………………………………………………………………………３

出席議員………………………………………………………………………４

欠席議員………………………………………………………………………４

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名…………４

職務のため出席した者の職氏名……………………………………………４

年長議員の紹介………………………………………………………………６

議員自己紹介…………………………………………………………………６

町長あいさつ…………………………………………………………………９

執行部幹部職員及び議会事務局職員の紹介 …………………………１１

開会の宣告…………………………………………………………………１２

開議の宣告…………………………………………………………………１３

仮議席の指定………………………………………………………………１３

議長の選挙について………………………………………………………１３

議事日程の報告……………………………………………………………１６

議席の指定…………………………………………………………………１６

会議録署名議員の指名……………………………………………………１６

会期の決定…………………………………………………………………１６

副議長の選挙について……………………………………………………１６

議席の一部変更について…………………………………………………１９

常任委員会委員の選任について…………………………………………２０

議会運営委員会委員の選任について……………………………………２１

双葉地方広域市町村圏組合議会議員の選挙について…………………２３

承認第１号の上程、説明、質疑、討論、採決…………………………２５

承認第２号の上程、説明、質疑、討論、採決…………………………３７

承認第３号の上程、説明、質疑、討論、採決…………………………３９

同意第３号の上程、説明、質疑、採決…………………………………４４

日程の追加…………………………………………………………………４５

発委第４号の上程、説明、質疑、討論、採決…………………………４５

日程の追加…………………………………………………………………４７

委員会閉会中の継続審査（調査）の申し出について…………………４８

閉会の宣告…………………………………………………………………４８



- 1 -

浪江町告示第３１号

（ ） 、地方自治法 昭和２２年法律第６７号 第１０１条第１項の規定により

平成２５年浪江町議会臨時会を、次のとおり招集する。

平成２５年４月２６日

浪江町長 馬 場 有

１ 期 日 平成２５年５月８日（水） 午前９時

２ 場 所 福島県二本松市北トロミ５７３番地

（二本松市平石高田第二工業団地内）

浪江町役場 二本松事務所

３ 付議事件

（１） 議長の選挙について

（２） 副議長の選挙について

（３） 常任委員会委員の選任について

（４） 議会運営委員会委員の選任について

（５） 双葉地方広域市町村圏組合議会議員の選挙について

（６） 専決処分の承認を求めることについて（平成24年度浪江町一

般会計補正予算（第９号 ））

（７） 専決処分の承認を求めることについて（平成24年度浪江町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号 ））

（８） 専決処分の承認を求めることについて（浪江町税条例の一部

改正について）

（９） 監査委員の選任について
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○応招・不応招議員

応招議員（１６名）

１番 渡 邉 泰 彦 君 ２番 佐々木 勇 治 君

３番 鈴 木 幸 治 君 ４番 小 黒 敬 三 君

５番 平 本 佳 司 君 ６番 松 田 孝 司 君

７番 山 崎 博 文 君 ８番 若 月 芳 則 君

９番 佐々木 恵 寿 君 １０番 山 本 幸一郎 君

１１番 泉 田 重 章 君 １２番 佐 藤 文 子 君

１３番 紺 野 榮 重 君 １４番 吉 田 数 博 君

１５番 三 瓶 宝 次 君 １６番 馬 場 績 君

不応招議員（０名）



第 ３ 回 臨 時 町 議 会

（ 第 １ 号 ）
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平成２５年第３回浪江町議会臨時会

議 事 日 程（第１号）

平成２５年５月８日（水曜日）午前９時開議

年長議員の紹介

議員自己紹介

町長あいさつ

執行部幹部職員及び議会事務局職員の紹介

日程第 １ 仮議席の指定

日程第 ２ 議長の選挙について

（第１号の追加１）

日程第 １ 議席の指定

日程第 ２ 会議録署名議員の指名

日程第 ３ 会期の決定

日程第 ４ 副議長の選挙について

日程第 ５ 議席の一部変更について

日程第 ６ 常任委員会委員の選任について

日程第 ７ 議会運営委員会委員の選任について

日程第 ８ 双葉地方広域市町村圏組合議会議員の選挙について

日程第 ９ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成

24年度浪江町一般会計補正予算（第９号 ））

日程第１０ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（平成

24年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号 ））

日程第１１ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（浪江

町税条例の一部改正について）

日程第１２ 同意第３号 監査委員の選任について

追加日程第１ 発委第４号 議会報編集特別委員会設置に関する決議

（案）

（第１号の追加２）

追加日程第２ 委員会閉会中の継続審査（調査）の申し出について



- 4 -

出席議員（１６名）

１番 渡 邉 泰 彦 君 ２番 佐々木 勇 治 君

３番 鈴 木 幸 治 君 ４番 小 黒 敬 三 君

５番 平 本 佳 司 君 ６番 松 田 孝 司 君

７番 山 崎 博 文 君 ８番 若 月 芳 則 君

９番 佐々木 恵 寿 君 １０番 山 本 幸一郎 君

１１番 泉 田 重 章 君 １２番 佐 藤 文 子 君

１３番 紺 野 榮 重 君 １４番 吉 田 数 博 君

１５番 三 瓶 宝 次 君 １６番 馬 場 績 君

欠席議員（０名）

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 副 町 長

馬 場 有 君 檜 野 照 行 君

副 町 長 教 育 長

渡 邉 文 星 君 畠 山 熙一郎 君

代 表 監 査 委 員 総 務 課 長

山 内 清 隆 君 谷 田 謙 一 君

復興再生事務所長 復 興 推 進 課 長兼 帰 町 準 備 室 長

山 本 邦 一 君 宮 口 勝 美 君

町 民 税 務 課 長 産業・賠償対策課長

高 倉 敏 勝 君 大 浦 泰 夫 君

ふるさと再生課長 復 旧 事 業 課 長

岩 野 寿 長 君 中 田 喜 久 君

健 康 保 険 課 長 兼
津 島 支 所 長 兼
津島診療所事務長 介 護 福 祉 課 長

紺 野 則 夫 君 佐 藤 尚 弘 君

会 計 管 理 者生 活 支 援 課 長 兼 出 納 室 長

佐 藤 良 樹 君 吉 田 公 明 君

教 育 委 員 会
教 育 次 長

鈴 木 敏 雄 君

職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 次 長

岩 野 善 一 清 水 佳 宗



- 5 -

書 記

中 野 タ華子
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◎年長議員の紹介

皆様、おはようございます。○議会事務局長（岩野善一君）

このたびは、去る４月に行われた町議会議員選挙において、見事

ご当選されましたこと誠におめでとうございます。

私は、事務局長の岩野善一と言います。

本臨時会は一般選挙後、 初の議会でありますので、議長が選挙

されるまでの間、地方自治法第107条の規定により、出席議員の中

で年長の議員が臨時に議長の職務を行うことになっております。

よって、出席議員の中で 年長である三瓶宝次議員が臨時議長と

なります。

三瓶宝次議員、議長の席にお着き願います。

［臨時議長着席］

（午前９時００分）

ただいま事務局長から紹介されました三瓶○臨時議長（三瓶宝次君）

宝次でございます。

東日本大震災２年２カ月が過ぎようとしております。５月臨時会

に先立ちまして、地震津波により犠牲となられた方々、長期に渡る

避難より亡くなられた方に対して哀悼の意を込め、黙とうを捧げた

いと存じます。

皆さん、ご起立ください。黙とう。

［黙とう］

黙とうを終わります。ご着席ください。○臨時議長（三瓶宝次君）

、 、この度の浪江町議会議員一般選挙は 全町民が全国各地に避難し

また、定数16名に23名が立候補するという困難極まりない戦いであ

りましたが、皆様方にはこの選挙戦を見事に勝ち抜かれまして、議

員の議席を確保されましたことは、誠にご同慶にたえない次第であ

ります。ここに心から御祝いを申し上げたいと思います。

さて、私は 年長者として地方自治法第107条の規定により、臨

時に議長の職務を行いますので、よろしくお願いいたします。

◎議員自己紹介

それでは、早速でありますが、お諮りいた○臨時議長（三瓶宝次君）

します。

今後議会議員として、同じく籍を置く者として住所、氏名それか

ら職業程度の自己紹介をお願いしたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「
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異議なしと認めます。○臨時議長（三瓶宝次君）

それでは、これより自己紹介をお願いいたします。

１番、渡邉泰彦議員。

浪江町では権現堂の町場のほうに住んでいまし○１番（渡邉泰彦君）

た。現在は、二本松市の笹谷という塩沢仮設のすぐそばで家具店を

経営しております。よろしくお願いします。

２番、佐々木勇治議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

佐々木勇治と申します。浪江町権現堂東住寺○２番（佐々木勇治君）

に住んでいます。33歳で若輩者ではございますが、勉強を怠らず頑

張っていきますので、どうぞよろしくお願いします。

３番、鈴木幸治議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

おはようございます。浪江町では請戸のほうに○３番（鈴木幸治君）

住んでおります。福島のほうに避難しています。福島市佐倉下字笠

ノ内北という所で、荒川沿いの荒川クリーンセンターの近くに今避

難しております。どうぞよろしくお願いいたします。

４番、平本佳司議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

皆さん、おはようございます。私このたび当選○４番（平本佳司君）

をさせていただきました平本佳司と申します。浪江町は立野の生ま

れで、現在は本宮市の恵向仮設のほうでお世話になっています。こ

れから４年間面倒みていただければと思います。よろしくお願いし

ます。

５番、松田孝司議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

。 。○５番 松田孝司君（ ） おはようございます 私は松田孝司と言います

浪江町では大字谷津田、旧大堀地区で生まれ育ち、現在専業農家を

していました。現在は福島北側の桑折町応急仮設の自治会の副会長

をさせてもらっています。これから４年間いろいろご迷惑をおかけ

するかもしれませんが、一生懸命頑張りたいと思います。

よろしくお願いしたいと思います。

６番、山崎博文議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

おはようございます。浪江町では権現堂順礼川○６番（山崎博文君）

原と言いまして、サンプラザの西側のほうに住んでいました。職業

はそろばん塾を経営しておりましたが、現在休業中です。

なお、避難先は福島市の競馬場近くの松波町という所のアパート

に居住しております。よろしくお願いいたします。

７番、若月芳則議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

７番、若月でございます。○７番（若月芳則君）

浪江町の立野、下のほう下立野という行政区で生活をしておりま

したが、現在は白河市の白河厚生病院、農協関係の病院があります
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が、そのすぐ下の所に避難しております。いろいろお世話になって

いくと思いますが、よろしくお願い申し上げます。

８番、山本幸一郎議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

おはようございます。山本幸一郎です。今回○８番（山本幸一郎君）

２期目当選させていただきまして、４年間お世話になることになり

ました。よろしくお願いいたします。

本日は、気持ちもリフレッシュし、服装も新しいので来ましたの

で、一層議会活動に頑張れるのかと思っております。よろしくお願

いします。

９番、泉田重章議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

泉田重章であります。浪江町大字北幾世橋字内○９番（泉田重章君）

匠町６－２に住んでおりました。今現在は郡山市に避難をしており

ます。私の職業は農業の研究者です。

以上です。よろしくお願いいたします。

10番、佐々木恵寿議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

おはようございます。浪江町権現堂新町に住○10番（佐々木恵寿君）

んでおりました佐々木恵寿と申します。どうぞよろしくお願い申し

上げます。

現在は、福島市南矢野目に避難中でございます。職業はＪＡふた

ばに勤務しておりまして、日々何かと多忙な状況でございます。今

後ともよろしくお願い申し上げたいと思います。

11番、小黒敬三議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

４期目当選させていただきました小黒敬三と申○11番（小黒敬三君）

します。

浪江町の住所は、大字高瀬字小高瀬原197であります。職業のほ

うは建設業会社役員です。現在の住所は、二本松市金色に住んでお

ります。よろしくお願いします。

12番、佐藤文子議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

おはようございます。浪江では中上ノ原に住ん○12番（佐藤文子君）

でおりました。現在は二本松市の正法寺という所に家族５人で暮ら

しております。一生懸命頑張りますので、今後ともよろしくお願い

申し上げます。

13番、紺野榮重議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

13番、紺野榮重です。浪江町では浪江町北幾世○13番（紺野榮重君）

橋町尻234番地でございます。職業は農業をしておりました。現在

は二本松市の長命という所に住んでおります。どうぞよろしくお願

いいたします。

14番、吉田数博議員。○臨時議長（三瓶宝次君）
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14番、吉田数博であります。浪江町においては○14番（吉田数博君）

苅宿に農業をやっておりましたが、現在、二本松市の男女共生セン

ターの上、非常に高い所で風通しがいい所であります。どうぞ皆さ

んお立ち寄りいただきたいと思います。一生懸命頑張ります。よろ

しくお世話になります。

16番、馬場績議員。○臨時議長（三瓶宝次君）

おはようございます。馬場績と申します。浪江○16番（馬場 績君）

町では大字赤宇木椚平、ほとんどの方は御存じだと思いますが、今

なお非常に線量が高い地区であります。そこで農業をやりながら42

歳から一時中休みしたことがありますが、町議会議員を続けており

ます。

今は、二本松市郭内の借上げ住宅で避難生活を続けております。

初心に立ち返って、浪江町の復旧復興、町民の福利向上に全力を挙

げて頑張る決意でありますので、執行部並びに同僚議員のご理解と

ご協力を改めてお願い申し上げます。

後になりましたが、私15番、三瓶宝次で○臨時議長（三瓶宝次君）

あります。生まれ所在、現在まで生活しておりました住所は、浪江

町下津島大字小塚63－１番であります。職業は農業であります。平

成５年以来に議会議員として務めてまいりました。６期目でありま

す。今後とも浪江町の復興復旧に全力を傾注して努力してまいる所

存でございます。よろしくお願いいたします。

それでは、自己紹介が終わりました。

◎町長あいさつ

続きまして、町長よりごあいさつをお願い○臨時議長（三瓶宝次君）

いたします。

［町長 馬場 有君登壇］

おはようございます。本日ここに、改選後初の○町長（馬場 有君）

、 。浪江町議会臨時会に当たりまして 一言ごあいさつを申し上げます

議員各位には、去る４月21日に執行されました町議会議員の一般

選挙に当たり、激戦を征して町民の代表としてめでたくご当選の栄

誉を得られましたこと、誠におめでとうございます。衷心よりお喜

び申し上げます。

今年は発災から３年目を迎え緊急対応期の 後の年と位置付けて

おり、一日も早く、町民の生活再建やふるさと浪江の復興に向けた

具体的な見通しを示すことが必要と考えております。

そのためには、議会議員と執行部職員がこれまでにも増して、そ

れぞれの立場より議論を尽くし、町政を支える車輪の両輪として、
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共に歩みを進め、町民協働の下で住民福祉の向上と町の復興・町政

進展のためにご尽力いただきますことを心からお願いいたしますと

ともに、私も、町政を預かる一人として、初心を忘れることなく、

町民が安全で安心して生活が送れるよう精いっぱい努力する所存で

ありますので、何とぞ温かいご理解とご指導、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

さて、本町の25年度の行財政施策につきましては、去る３月定例

会におきまして、ご説明を申し上げ議決をいただいていたところで

ありますが、今回新しくご当選されました議員もおられますので、

ここで町政執行の考え方の所信の一端を申し上げます。

まず、４月１日に施行されました区域再編に対応し、町内の防災

・防犯体制の強化と、復旧・復興事業を本格化するため、南相馬市

に「浪江町復興再生事務所」を設置しました。

今後は、同事務所を町復興の拠点として位置付け、町民の円滑な

帰町のため入念に準備を進めていきたいと考えております。また、

町内に一時立入りする町民の急病やけがに対応するため、明日５月

９日から応急仮設診療所を町役場本庁舎に設置する予定となってお

り、町民の帰町に対する不安解消に繋がるものと思っております。

次に、原子力損害賠償請求に係る町民集団申立てについては、去

る４月７日に自治会及び行政区の代表者の皆様への説明会を開催し

ており、町といたしましては、３月の議会で町民の賠償支援のため

の条例を制定し、被害の実態に見合った精神的損害の適正な賠償を

求めて原子力損害賠償紛争解決センター（ＡＤＲ）に集団申立てし

たいと考えております。今後は、浪江町が、町民の皆様の代理人と

なって被害回復の先頭に立つとともに、弁護団を結成し、法的知識

に基づいて交渉を進めてまいります。

更に、平成25年度予算編成につきましては、昨年度に引き続き町

税をはじめとする自主財源が確保できず、国県からの財政支援に頼

らざるを得ない厳しい状況の中での編成となりましたが、長期に渡

り苦しい避難生活を余儀なくされている町民の皆様の絆の維持、一

日も早い暮らしの再建と「ふるさとなみえの再生」に向け、浪江町

復興計画に掲げる３つの基本方針ごとに掲げられた重点取組み事項

と連動した予算編成といたしました。

基本方針の「すべての町民の暮らしの再建」に関しては 「町民、

健康管理 「生活再建促進 「町外コミュニティ整備促進」を重点」 」

取組事項として、町民の放射線に関する各種検査や、県内外での交

流会の開催、町外コミュニティの意向調査等の事業等を実施するこ

ととしております。



- 11 -

次に「ふるさとなみえの再生」に関しては 「除染推進 「生活、 」

環境再生 「産業再生」を重点取組事項として、国の除染同意取付」

への事務協力、区域見直しに関わる防犯対策や初期緊急医療、水産

物の経営再開を実現するための環境整備の概略設計を行う事業等を

実施することとしております。

後に「被災経験を次世代や日本に生かす」に関しては 「子ど、

」「 」 、もたちをつなぐ絆 復興プログラム構築 を重点取組事項として

震災記録誌の発刊や、震災によって離れ離れになった子どもたちの

交流事業等に取組むことといたしております。

これらに基づく、平成25年度一般会計予算の総額は、76億2,200

万円、前年度比19.8％の増となっております。一方、特別会計９事

業の合計は、国保会計、介護保険会計が昨年に引き続き増加となっ

たことで75億4,931万2,000円、前年度比19.8％の増となっておりま

す。

今後とも行財政の効率的運用に努め、事務事業を遂行してまいり

ますので、どうか議員各位におかれましては、町民の負託にこたえ

るようご活躍されますようご期待いたします。

本日は、初議会でありますので、議会の人事構成が中心となりま

すが、私からの提案事項は専決処分の承認、あるいは監査委員の選

任など４件であります。

詳細については、提案の都度ご説明申し上げますので、よろしく

ご審議のほどお願い申し上げ、あいさつといたします。どうもあり

がとうございました。

◎執行部幹部職員及び議会事務局職員の紹介

続きまして、執行部職員の紹介を檜野副町○臨時議長（三瓶宝次君）

長よりお願いいたします。

それでは私から執行部、幹部職員を紹介いた○副町長（檜野照行君）

したいと思います。

副町長、渡邉文星。

よろしくお願いします。○副町長（渡邉文星君）

教育長、畠山熙一郎。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○教育長（畠山熙一郎君）

代表監査委員、山内清隆。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○代表監査委員（山内清隆君）

総務課長、谷田謙一。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いいたします。○総務課長（谷田謙一君）

復興再生事務所長、山本邦一。○副町長（檜野照行君）
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よろしくお願いいたします。○復興再生事務所長（山本邦一君）

復興推進課長、宮口勝美。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いいたします。○復興推進課長（宮口勝美君）

町民税務課長、高倉敏勝。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○町民税務課長（高倉敏勝君）

産業・賠償対策課長、大浦泰夫。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○産業・賠償対策課長（大浦泰夫君）

ふるさと再生課長、岩野寿長。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○ふるさと再生課長（岩野寿長君）

復旧事業課長、中田喜久。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○復旧事業課長（中田喜久君）

健康保険課長、紺野則夫。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○健康保険課長（紺野則夫君）

介護福祉課長、佐藤尚弘。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○介護福祉課長（佐藤尚弘君）

生活支援課長、佐藤良樹。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○生活支援課長（佐藤良樹君）

会計管理者、吉田公明。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○会計管理者（吉田公明君）

教育次長、鈴木敏雄。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。○教育次長（鈴木敏雄君）

後になりますが、副町長の檜野照行です。○副町長（檜野照行君）

よろしくお願いします。

それでは続きまして、議会事務局長より事○臨時議長（三瓶宝次君）

務局職員の紹介をお願いいたします。

それでは、議会事務局の職員をご紹介○議会事務局長（岩野善一君）

いたします。

次長の清水佳宗でございます。

よろしくお願いします。○議会事務局次長（清水佳宗君）

主任主査、中野タ華子でございます。○議会事務局長（岩野善一君）

よろしくお願いいたします。○議会事務局主任主査（中野タ華子君）

局長の岩野善一です。よろしくお願い○議会事務局長（岩野善一君）

いたします。

以上でご紹介を終わります。○臨時議長（三瓶宝次君）

◎開会の宣告

ただいまの出席議員数は16人であります。○臨時議長（三瓶宝次君）

定足数に達しておりますので、平成25年第３回浪江町議会臨時会
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を開会いたします。

（午前９時２４分）

◎開議の宣告

直ちに本日の会議を開きます。○臨時議長（三瓶宝次君）

◎仮議席の指定

日程第１、この際議事の進行上、仮議席の○臨時議長（三瓶宝次君）

指定を行います。

仮議席はただいまの議席となります。

◎議長の選挙について

日程第２、議長の選挙を行います。○臨時議長（三瓶宝次君）

お諮りいたします。

選挙の方法については、投票または指名推選のどちらの方法にす

るかをお諮りいたします。

16番。

選挙でお願いしたいと思います。○16番（馬場 績君）

それでは、投票による選挙という声がござ○臨時議長（三瓶宝次君）

いますが、これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしの声がありますので、異議なしと○臨時議長（三瓶宝次君）

認めます。

選挙は投票で行います。

議場を閉鎖いたします。

、 。傍聴人につきましては 移動をご遠慮いただくことといたします

現状のままで議場を閉鎖いたします。

［議場閉鎖］

ただいまの出席議員数は16人であります。○臨時議長（三瓶宝次君）

次に、立会人を指名いたします。

会議規則第32条第２項の規定によって、立ち会い人に、１番、渡

邉泰彦君及び２番、佐々木勇治君を指名いたします。

暫時休憩いたします。○臨時議長（三瓶宝次君）

（午前 ９時２７分）

再開いたします。○臨時議長（三瓶宝次君）

（午前 ９時２８分）
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投票箱を点検いたします。○臨時議長（三瓶宝次君）

立会人の方々確認ください。

［投票箱点検］

投票箱については、異状なしと認めます。○臨時議長（三瓶宝次君）

投票用紙を配ります。

念のため申し上げます。投票は、単記無記名すなわち、議長にし

たい方、一人の名前のみを記載してください。

なお、白票は無効となりますのでご注意ください。

、 。○臨時議長 三瓶宝次君（ ） 投票用紙配付のため 暫時休憩いたします

（午前 ９時２９分）

再開いたします。○臨時議長（三瓶宝次君）

（午前 ９時３０分）

投票用紙の漏れはありませんか。○臨時議長（三瓶宝次君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

、 。○臨時議長 三瓶宝次君（ ） ないようですので 直ちに投票に入ります

投票については、議席番号順となります。

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願い

ます。

［事務局長、点呼投票］

投票漏れは、ありませんか。○臨時議長（三瓶宝次君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

投票漏れなしと認めます。○臨時議長（三瓶宝次君）

投票を終わります。

開票を行います。

１番、渡邉泰彦君及び２番、佐々木勇治君開票の立ち会いをお願

いします。

［開票］

選挙の結果を報告いたします。○臨時議長（三瓶宝次君）

投票総数 16票

有効投票 16票

無効投票 ０票です。

有効投票のうち、

小黒敬三君 15票

馬場 績君 １票
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以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は、有効投票の４分の１ですので４票とな

ります。従いまして小黒敬三君が議長に当選されました。

議場の閉鎖を解きます。

［議場開鎖］

ただ今、議長に当選されました小黒敬三君○臨時議長（三瓶宝次君）

が議場におりますので、会議規則第33条第２項の規定によって、当

選の告知をいたします。

それでは、小黒敬三君よりご挨拶をお願いいたします。

登壇をお願いします。

［議長 小黒敬三君登壇］

ただいま皆様の選挙によりまして、推薦いただ○議長（小黒敬三君）

きまして本当にありがとうございます。

今後とも、一生懸命頑張ってやっていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。

そして、議会とは、先ほど町長が申しましたけれども、よく車の

両輪に例えられますが、その根拠となるものは、直接選挙で選ばれ

る意思決定のための合議体の議会と、執行の長を中心とした行政の

、 。二元代表制という いわゆる権力分立の制度設計からきております

この両輪を地権者である町民のためにうまく回していくためには、

まして、まわしていかなければなりませんが、制度上、提案者の執

行機関より、どうしても議会は少し遅れて回らざるを得ません。そ

のことをスムーズになしていくためには、執行部と情報の共有を図

り、そしてまた議会がスムーズな審議をしていかなければならない

と思っております。

、 、 、今後の４年間に関しましては 行政にとっても 議会にとっても

様々な浪江町の将来に左右する問題がその決断に迫られると思いま

す。我々の意思に反する沿わないこともあるかもしれません。そし

てまた100％求めることと、そのタイミングをどう判断するかとい

うことについては、大変見極めが難しいと思いますが、そのような

難題に議員皆様一人一人と共同して、一緒にこの難題に取り組んで

いきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願い申し上げ

ます。

［拍手］

これをもちまして、臨時議長の職務は全部○臨時議長（三瓶宝次君）

終了いたしました。皆様のご協力により円滑に終了することができ

ましたことをご協力ありがとうございました。

それでは、小黒議長、議長席にお着きください。
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暫時休憩をいたします。○臨時議長（三瓶宝次君）

［臨時議長退席、議長着席］

（午前 ９時４３分）

再開します。○議長（小黒敬三君）

（午前 ９時４５分）

◎議事日程の報告

ただ今より、引き続きまして議事日程第１号の○議長（小黒敬三君）

追加１により会議を続けます。

◎議席の指定

日程第１、議席の指定を行います。○議長（小黒敬三君）

議席は、会議規則第４条第１項の規定により、ただいま着席の議

席を指定いたします。

◎会議録署名議員の指名

日程第２、会議録署名議員の指名を行います。○議長（小黒敬三君）

、 、会議録署名議員は 会議規則第127条の規定により議長において

１番、渡邉泰彦君、２番、佐々木勇治君、３番、鈴木幸治君を指名

いたします。

◎会期の決定

日程第３、会期の決定を議題といたします。○議長（小黒敬三君）

お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日としたいと思

います。これにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

したがいまして、会期は、本日１日と決定いたしました。

◎副議長の選挙について

日程第４、副議長の選挙を行います。○議長（小黒敬三君）

お諮りいたします。

選挙の方法については、投票または指名推選のどちらの方法にす

るか、お諮りいたします。

［ 投票」と呼ぶ者あり］「

投票による方法でという声がございます。選挙○議長（小黒敬三君）
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は投票で行うことに、ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

それでは、選挙は投票で行います。

議場を閉鎖いたします。

［議場閉鎖］

暫時休憩いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前 ９時４６分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前 ９時４７分）

ただいまの出席議員数は16人であります。○議長（小黒敬三君）

次に、立会人を指名いたします。

会議規則第32条第２項の規定によって、立ち会い人に、３番、鈴

木幸治及び４番、平本佳司君を指名いたします。

投票箱を点検します。

立会人、点検をお願いします。

［投票箱点検］

異状なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

投票用紙を配ります。

念のため申し上げます。投票は、単記無記名すなわち、副議長に

したい方、一人の名前のみを記載して下さい。

なお、白票は無効となりますのでご注意下さい。

投票用紙配付のため、暫時休議いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前 ９時４８分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前 ９時４９分）

投票用紙の配付漏れはありませんか。○議長（小黒敬三君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

配付漏れなしと認めます。○議長（小黒敬三君）

ただ今から投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願い

ます。
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［事務局長、点呼投票］

投票漏れはありませんか。○議長（小黒敬三君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

投票漏れなしと認めます。○議長（小黒敬三君）

投票を終わります。

開票を行います。

３番、鈴木幸治君及び４番、平本佳司君、開票の立ち会いをお願

いします。

［開票］

選挙の結果を報告いたします。○議長（小黒敬三君）

投票総数 16票

有効投票 15票

無効投票 １票です。

有効投票のうち、

佐々木恵寿君 ９票

佐藤文子君 ６票

以上のとおりであります。

、 。この選挙の法定得票数は 有効投票の４分の１ですので４票です

従いまして佐々木恵寿君が副議長に当選されました。

議場の閉鎖を解きます。

［議場開鎖］

ただ今、副議長に当選されました佐々木恵寿君○議長（小黒敬三君）

が議場におりますので、会議規則第33条第２項の規定によって、当

選の告知をいたします。

それでは、佐々木恵寿君よりご挨拶をお願いいたします。

登壇をお願いします。

［副議長 佐々木恵寿君登壇］

改めまして、ただ今選挙により副議長とし○副議長（佐々木恵寿君）

て当選をさせていただきました佐々木恵寿でございます。

全町避難という非常に厳しい状況下をいかに打破するか。今後、

町民の皆様の福利厚生と、この復興への道筋を確かなものとするた

、 。めに 皆様とともに一丸となって取り組んでまいりたいと思います

また、小黒議長の補佐をしっかりと果たして、二元代表制の一翼

を担う議会の在り方をきちっと見直しながら進めてまいりたいと思

いますので、どうぞ皆さんのご協力をよろしくお願い申し上げ、ご

挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

［拍手］
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◎議席の一部変更について

日程第５、議席の一部変更について行います。○議長（小黒敬三君）

先ほどの議長、副議長の選挙に伴い、会議規則第４条第３項の規

定により議席の一部の変更をいたします。

議席は慣例により、４番が議長、９番が副議長の議席となり、順

次移動した議席をもちまして、議席番号の指定といたします。

暫時休議いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前 ９時５９分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１０時００分）

まず、現在、議席４番の方が５番に移動し、順○議長（小黒敬三君）

次議席の若い順番から移動をお願いします。なお、その際、議席の

名札も移動願います。

次に、議席９番の方が10番に移動をお願いします。以後順次、移

動をお願いします。

これより、直ちに全員協議会を２階中会議室３で開催します。

暫時休憩します。○議長（小黒敬三君）

（午前１０時０１分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１０時３２分）

先ほど全員協議会の中で出た常任委員会の議題○議長（小黒敬三君）

がまだ時間切れとなりましたので、今後常任委員会の選任を決める

上でそこのところを議論しなければならないということで、時間を

30分延長して全員協議会をまた再開したいと思いますので、また暫

、 、時休議して 11時までその時間をもって議論したいと思いますので

よろしくお願いいたします。

暫時休議いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１０時３３分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）
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（午前１１時００分）

◎常任委員会委員の選任について

日程第６、常任委員会委員の選任についてを行○議長（小黒敬三君）

います。

委員会条例第７条第２項の規定により、議長が会議に諮り指名す

ることになっております。

これより、休憩に入りますが、休憩に入る前に、第１、第２希望

。 。までの希望をとります 休憩中にそれを取りまとめたいと思います

これにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

これから配付する用紙に希望委員会名を記入の上、事務局長まで

提出願います。

ここで、11時15分まで休憩いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時０１分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時１９分）

委員会条例第７条第２項の規定により、お手元○議長（小黒敬三君）

に配付の名簿のとおり指名いたします。順不同についてはご容赦い

ただきたいと存じます。

これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

よって、常任委員会はお手元に配付の名簿のとおり選任すること

に決定いたしました。

ただいま、それぞれの常任委員が選任されましたが、委員長・副

委員長の選任につきましては、委員会条例第８条第２項の規定によ

り、委員会において互選するとされておりますので、それぞれの委

員会において互選されるようお願い申し上げます。

事務局長から場所の指定をいたします。

それでは、総務常任委員会は２階中会○議会事務局長（岩野善一君）

議室２、産業建設常任委員会は２階小会議室、文教厚生常任委員会

は２階中会議室３でそれぞれお願いいたします。
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それでは、11時40分まで休憩いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時２０分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時４０分）

ただ今、休憩中に各常任委員会において、委員○議長（小黒敬三君）

長及び副委員長が互選されましたので、その結果について報告いた

します。

総務常任委員長に紺野榮重君。副委員長に佐々木勇治君。

産業建設常任委員長に若月芳則君。副委員長に平本佳司君。

文教厚生常任委員長に山本幸一郎君。副委員長に渡邉泰彦君。

以上のとおり、それぞれの委員会で互選されましたのでご了承願

います。

◎議会運営委員会委員の選任について

日程第７、議会運営委員会委員の選任について○議長（小黒敬三君）

を行います。

委員の選任については、委員会条例第７条第２項の規定により、

議長が会議に諮り指名することになっております。

暫時休憩します。ここで、全員協議会を開きま○議長（小黒敬三君）

すので、２階中会議室３にお集まりください。

（午前１１時４１分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時５２分）

お昼若干時間押していますが、議運のメンバー○議長（小黒敬三君）

の選定までは進めていきたいと思います。

総務常任委員会は２階中会議室２。

［何事か呼ぶ者あり］

常任委員会の開催を行います。総務常任委員会○議長（小黒敬三君）

は２階中会議室２、産業建設常任委員会は２階小会議室。文教厚生

常任委員会は２階中会議室３、それぞれでお願いします。

［ 開催の目的は」と呼ぶ者あり］「

開催の目的、議会運営委員会の委員の選任をお○議長（小黒敬三君）

願いいたします。時間は12時10分を目途にお願いします。
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暫時休憩いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時５３分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時５４分）

先ほどの文言を訂正します。各常任委員会より○議長（小黒敬三君）

議会運営の委員の推薦よろしくお願いします。

暫時休憩いたします。○議長（小黒敬三君）

（午前１１時５４分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ０時０７分）

各常任委員会から２名の推薦がされました。○議長（小黒敬三君）

、 、 。議会運営委員会委員に 総務常任委員会紺野榮重君 三瓶宝次君

産業建設常任委員会若月芳則君、吉田数博君。文教厚生常任委員会

山本幸一郎君、馬場績君を指名します。

これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

よって、ただいま指名した諸君を議会運営委員会に選任すること

に決定いたしました。

これより昼食休憩のため午後１時30分まで休憩○議長（小黒敬三君）

をいたします。

（午後 ０時０８分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 １時３０分）

、○議長 小黒敬三君（ ） 先ほど議会運営委員会委員が選任されましたが

委員長、副委員長の選任については委員会条例第８条第２項の規定

により、委員会において互選されるとされておりますので、委員会

において互選されるようお願い申し上げます。

事務局長から場所を指定します。
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２階中会議室３にご参集願います。○議会事務局長（岩野善一君）

ここで午後１時45分まで休憩をいたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 １時３１分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 １時４５分）

ただいま休憩中に、委員長及び副委員長が互選○議長（小黒敬三君）

されましたので、その結果について報告します。

議会運営委員長に馬場績君。副委員長に三瓶宝次君が互選されま

したのでご了承願います。

ここで午後２時15分まで休憩をいたします。直○議長（小黒敬三君）

ちに議会運営委員会を開催いたしますので、委員の方は中会議室３

にご参集ください。

（午後 １時４６分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ２時１９分）

ここで午後２時45分まで休憩いたします。議会○議長（小黒敬三君）

運営委員会を引き続き先ほどの会場で行います。

（午後 ２時１９分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ２時４５分）

◎双葉地方広域市町村圏組合議会議員の選挙について

日程第８、双葉地方広域市町村圏組合議会議員○議長（小黒敬三君）

の選挙について行います。

双葉地方広域市町村圏組合議会議員の選挙につきましては、双葉

地方広域市町村圏組合規約第５条第１項の規定により４名を選挙す

ることになります。

お諮りいたします。

選挙の方法については、投票または指名推選のどちらかの方法に

するか、お諮りいたします。

［ 投票」と呼ぶ者あり］「
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投票による選挙という声がございます。選挙は○議長（小黒敬三君）

投票で行うことに、ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

それでは、選挙は投票で行います。

議場を閉鎖いたします。

傍聴人につきましても移動をご遠慮ください。

［議場閉鎖］

ただいまの出席議員数は16人です。○議長（小黒敬三君）

次に、立会人を指名いたします。

会議規則第32条第２項の規定によって、立ち会い人に、６番、松

田孝司君及び７番、山崎博文君を指名します。

投票箱を点検します。

立会人、点検をお願いします。

［投票箱点検］

異状なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

投票用紙を配ります。

念のため申し上げます。投票は、単記無記名です。

双葉地方広域市町村圏組合議会議員の議員にしたい方、１人の名

前を記載してください。得票数の多い順に法定得票数を超えた者４

名を当選者とします。

投票用紙配付のため、暫時休憩します。○議長（小黒敬三君）

（午後 ２時４７分）

再開します。○議長（小黒敬三君）

（午後 ２時４７分）

投票用紙の漏れはありませんか。○議長（小黒敬三君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

配付漏れなしと認めます。○議長（小黒敬三君）

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と指名を呼び上げますので、順番に投票願い

ます。

［事務局長、点呼投票］

投票漏れは、ありませんか。○議長（小黒敬三君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

投票漏れなしと認めます。○議長（小黒敬三君）
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投票を終わります。

開票を行います。

６番、松田孝司君及び７番、山崎博文君の開票の立ち会いをお願

いします。

［開票］

選挙の結果を報告いたします。○議長（小黒敬三君）

投票総数 16票

有効投票 16票

無効投票 ０票です。

有効投票のうち、

佐藤文子君 ５票

三瓶宝次君 ４票

鈴木幸治君 ４票

小黒敬三君 ３票

以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は１票です。

したがいまして、佐藤文子君、三瓶宝次君、鈴木幸治君、小黒敬

三が双葉地方広域市町村圏組合議会議員に当選されました。

議場の閉鎖を解きます。

［議場開鎖］

ただいま、双葉地方広域市町村圏組合議会議員○議長（小黒敬三君）

に当選された佐藤文子君、三瓶宝次君、鈴木幸治君、小黒敬三が議

場におります。

会議規則第33条第２項の規定によって当選の告知をいたします。

◎承認第１号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第９、承認第１号 専決処分の承認を求め○議長（小黒敬三君）

ることについて（平成24年度浪江町一般会計補正予算（第９号 ））

についてを議題といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第１号、専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成24年度浪江町一般会計補正予算（第９号）について

専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、特別地方交付税や地方消費税交付金等の交付金が確定し

たことにより、平成24年度予算の整理を行ったものであります。

歳入の主なものは、特別地方交付税４億6,969万9,000円、東日本
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大震災復興交付金２億1,826万7,000円を増額し、地方消費税交付金

1,004万9,000円を減額するものであります。

歳出の主なものは、浪江町復旧・復興基金積立金４億5,377万

6,000円、東日本大震災復興交付金基金積立金２億1,826万7,000円

の増額を行ったものであります。

詳細については、総務課長に説明させます。

総務課長。○議長（小黒敬三君）

それでは、事項別明細書によりご説明を申○総務課長（谷田謙一君）

し上げます。100万円以上のものについてのご説明とさせていただ

きます。

。 、 、７ページをお開きください 歳入でありますが 款２地方譲与税

目１地方揮発油譲与税456万円の補正減であります。これは３月26

日の交付決定によるものであります。

次に、８ページをお開きください。款６地方消費税交付金、目１

地方消費税交付金1,004万9,000円の補正減です。これも交付額の決

定によるものであります。

次に、款８自動車取得税交付金、目１自動車取得税交付金1,305

万5,000円の補正増であります。交付額の決定によるものでありま

す。

その下でございます。款10地方交付税、目１地方交付税、今回の

補正額は４億7,734万2,000円の補正増でございます。内訳といたし

まして、普通地方交付税764万3,000円、特別地方交付税４億6,969

万9,000円の補正増であります。これは普通地方交付税の確定によ

るもの、さらに特別地方交付税通常分及び震災復興分の３月交付分

によるものでありまして、これによりまして地方交付税総額が45億

9,429万8,000円となります。

なお、特別地方交付税震災復興分につきましては、東日本大震災

からの復旧・復興事業に係る地方負担分について、通常の特別交付

税とは別枠で被災団体に交付されるもので、町税の減収分、使用料

手数料の減収分、復興交付金の補助残分などで３月22日に交付決定

があったものであります。

次に、９ページをお開きください。款14国庫支出金、目１民生費

国庫負担金、節１社会福祉費国庫負担金1,623万4,000円の補正減で

あります。これは障がい者自立支援給付費が精算見込みにより、

1,535万3,000円の補正減が主なものとなっております。目３総務費

国庫補助金２億1,826万7,000円の補正増であります。これは東日本

大震災復興交付金、平成25年度事業分で防災集団移転促進事業など

４事業が交付決定されたところによるものであります。
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次に、10ページをお開きください。款15県支出金、目２民生費県

、 。負担金 節１社会福祉費県負担金509万6,000円の補正増であります

これは障がい者自立支援給付費が精算見込みによりまして、541万

2,000円の補正増が主なものとなっております。

次に、款15県支出金、目４労働費県補助金584万3,000円の補正減

であります。これは、緊急雇用創出基金事業の実績によるものであ

ります。

款16財産収入、目２利子及び配当金587万1,000円の補正増であり

ます。浪江町復旧・復興基金利子453万円の増などであります。

次に、11ページをお開きください。款20諸収入、目１民生費受託

事業収入で127万1,000円の補正減。これは後期高齢者特定健診の広

域連合受託事業の事業精算によるものであります。

次に、12ページをお開きください。ここからは歳出となっており

ます。款２総務費、目６企画費、節９旅費で240万円の補正減で広

報なみえ、こころ通信取材者の費用弁償が内閣費の専門家派遣事業

の対象となったための減額となっております。同じく積立金で６億

7,657万3,000円の補正増となっております。内訳といたしまして、

浪江町復旧・復興基金積立金４億5,377万6,000円の補正増で、これ

は特別地方交付税震災復興分及び今回の補正に伴う不用額分などを

積み立てするものであります。さらに、浪江町復旧・復興基金利子

積立金453万円の補正増であります。これによりまして、年度末の

基金残高見込み額でございますが、47億4,042万9,000円となるもの

であります。

次に、13ページをお開きください。ここの一番上の説明の欄でご

ざいます。同じく東日本大震災復興交付金積立金２億1,826万7,000

円の補正増で、これも平成25年度事業分が３月21日交付決定された

ことによるものであります。これによりまして、基金残高が、２億

1,921万2,000円となります。

次に、款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、節20

扶助費1,364万1,000円の補正減であります。内訳につきましては、

次のページをお開きになってください。補装具給付費が事業精算に

よりまして100万円の補正減、障がい者自立支援給付費等給付事業

が事業精算によりまして1,000万円の補正減、障がい児給付費が事

業精算によりまして126万円の補正減となります。

目５老人医療給付事業費、節19負担金補助及び交付金3,412万

5,000円の補正増となります。後期高齢者療養給付費負担金で広域

連合負担金の増によるものであります。

目６災害救助費、節13委託料で、津波シミュレーション策定業務
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委託料の請差による125万円の補正減となっております。節20扶助

。費690万円の補正減で災害障害見舞金の実績によるものであります

次に、15ページでございます。項２児童福祉費、目５乳幼児等医

療費、節20扶助費で140万円の補正減で、乳幼児等医療費の事業精

算によるものであります。

款４衛生費、目２予防費、13委託料で141万6,000円の補正増で、

接種者増による小児用肺炎球菌予防接種委託料の増などでありま

す。

款５労働費、目１緊急雇用創出基金事業費、節７賃金、臨時労務

員賃金316万4,000円の減で、緊急雇用基金事業の精算によるものと

なっております。

以上であります。よろしくお願いいたします。

以上で、提案理由の説明並びに議案の説明が終○議長（小黒敬三君）

わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

16番。

たくさん予定はしてきたのですが、２つに絞り○16番（馬場 績君）

ます。

１つは、復旧・復興交付金あるいは地方交付税、特別交付税の交

付がありまして、12ページでは基金積み立ての専決がなされており

ます。歳入歳出あるいはこの専決に異議を持っているわけではあり

ますが、今度の選挙を通じてたくさんの問題がありましたから、ど

れが一番ということではないですが、特に非常に強い声が出された

のは、浪江町では復旧・復興計画をつくったと。しかし、復興住宅

の計画がぜんぜん見えていないという意見で、もう既に限界だとい

う声であります。

今回、12ページの総務費の積立金が６億7,600万円です。それが

専決されております。要するに、残高で47億4,000万円という膨大

な基金積み立てになったわけですが、町民からすれば町の財政積立

ては増額になったけれども、長期化する避難生活の先がまったく見

えないと。生活再建の第一番目には復興住宅だと。親子３人で４畳

半に住んでいると。子供の勉強部屋もないと。夫婦が着替える部屋

がないと。とにかく何とかしてくれという強い声が出されておりま

す。したがって、復興住宅の計画は、県や国でも作成中だというこ

とは報道されておりますが、いままでの報道では浪江分がまったく

計上されていない。これは４月27日の民報新聞にも報道されており

ます。これを見た町民が、一体浪江町の復興・復旧との関係で、復

興住宅の建設計画はどうなっているんだと、一切情報もないと計画
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の中身も見えないということです。したがって、これだけの復旧・

復興の基金積立てがありながら、町民生活においては何ら復旧・復

興の目途がついていないといういらだちがあります。

そういうことで、基金積立てとの関係で浪江町の復興住宅建設計

画は現状どうなっているのかということを 新の情報で議会のほう

にも明らかにしていただきたいというのが第１点。

それから、第２点でありますが、14ページに津波シミュレーショ

ンで減額補正の専決がありました。策定業務委託料ということです

から、改めて津波被害のシミュレーションをされたんだろうと思い

。 、 。 、ます これの資料等については 完成品があるのかどうなのか 今

全町避難しているわけですが、災害救助費として専決処分されてい

るということですから、完成品があるかないかも含めて町民に繋げ

る情報があれば明らかにしていただきたいということです。

以上、一般会計専決案については、２点のみ確認をしておきたい

と思います。

復興推進課長。○議長（小黒敬三君）

それでは復興住宅の現状についてお答○復興推進課長（宮口勝美君）

えいたします。

浪江町におきましては新年度になりましてから、昨年の復興計画

の中で決定しておりました町外コミュニティのあり方についての

終的な確認をさせていただいています。それで、その中では南相馬

市、いわき市、それと二本松市の３市に復興住宅を含めた町外コミ

ュニティを設置するということで確認をしたところでございます。

現在の進行状況でありますが、県の災害公営住宅の設置につきま

しては、先に行われたアンケート調査等を基にしながら、南相馬市

、 。については 当初950戸の建設予定を出しているところであります

２回目の意向調査の結果受けて、その中でも半数がまだ決めかねて

いるという状況がございますので、実際の数字と決めかねている部

、 、分についての案分をした結果として 南相馬市については1,300戸

それからいわき市については1,350戸、二本松市については450戸と

いう災害公営住宅の要望をそれぞれ県を通して各３市については連

絡をとっているところであります。

昨年10月に予算どりをしましたモデルでやっている500戸につき

ましては、県のほうでは会津若松市、郡山市、いわき市それぞれに

分配するということになっております。

特に、いわき市につきましては、250戸の建設予定がされており

ます。先日の県との打ち合わせの中では、まだ各町村の割り当てま

でには至っていないという状況になっております。場所の設定等は
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ありまして、これから建設にかかるということまではいっておりま

すが、各町村の割り当てという形までにはいっていない状況があり

ます。

それから、南相馬市につきましては、現在、用地の取得につきま

、 。して 南相馬市のほうでかなり積極的に動いていただいております

市内の４カ所程度に候補地を求めるということで今当たっていただ

いておりますので、できるだけ早く用地の確定ができた段階からお

願いをしていくということで今進めているところであります。

二本松市につきましては、まだ具体的に場所等の設定はなされて

おりませんので、今後とも事務的な打ち合わせを進めながらやって

いきたいと考えております。

建物の規模の関係ですが、県との打ち合わせの中では、戸建ては

今のところ数をこなさなくてはならないということからいって、中

層住宅で、３階以上の所についてはすべてエレベータを付けるとい

うことで検討されていると聞いております。

ただ、１カ所に全部集中できるかというと場所の問題があります

ので、そこはある程度分散する可能性はありますが、できるだけそ

ういった形で集合したものをつくりたいということで確認をしてい

るところであります。

部屋の規模としましては、２ＬＤＫ及び３ＬＤＫを予定している

ということであります。

ふるさと再生課長。○議長（小黒敬三君）

それでは２点目の津波シミュレー○ふるさと再生課長（岩野寿長君）

ションの策定業務の成果品につきましては、現在、業者のほうに今

月の中頃までに提出するように指示しております。

16番。○議長（小黒敬三君）

津波シミュレーションは今月中に完成品の提出○16番（馬場 績君）

を求めているということです。そのうえで、津波対策について防犯

工事との関係も当然関連してくるんではないのかと。それから漁港

の復興、仮設にはたくさんの請戸あるいは棚塩地区の津波被害者が

いて、果たして俺達はどうなるのかという不安を持っております。

、 、津波シミュレーションとの関係で 護岸とかあるいは居住地区とか

そういうところまでの計画も加味した上でのシミュレーション対策

なのかどうなのか、それはまったく別個なのか。別個だとすればそ

れらについてはどうなるのかということです。

それから、問題の復興住宅です。今、復興推進課長から答弁があ

りました。新しい答弁ではありますが、幾つか問題を指摘しておき

たいと思います。一番早いと思われるいわき市については、まだ浪
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江については決まっていないということです。浪江町については、

いつ頃具体化するのか。それから南相馬市については、市内４カ所

ということですが、南相馬市については50戸ということですね。４

、 。 。カ所に50戸というと これは違うのか 1,300戸と言われましたね

いわき市は1,350戸、それから南相馬市は1,300戸、それから二本松

市については450戸。場所の検討に入ったというのは、南相馬市で

、 。４カ所ということですが これはいつ頃決まるのかということです

それと合わせて、二本松市の問題も含めてなのですが、これまで

も議論してきましたが、モデル住宅を造る必要があるのではないか

と。その上で今、岩手県のなどでも、被災者の立場から災害復興住

宅の設計がいろいろ見直しされているということです。福島県の場

合は、そういう計画があるのかどうなのか。まったく一方的な計画

になるのかということです。

それと、復興住宅に関して 後になりますが、私どももアンケー

トをとりました。復興住宅の早期建設については非常に強い要望が

あります。復興住宅の建設については503件の戻りのうち、62％が

早期の復興住宅を求めると、その中で３カ所、町が考えている３カ

所以外に仮設のあるところにも復興住宅を造ってもらいたいという

意見があるのですが、そのことについては県あるいは国との関係で

協議してきているのかどうなのか。そういう住民サイドの要望を今

後どのように反映して、浪江町の復旧・復興、いわゆる生活再建の

大前提となる復興住宅の建設を被災者町民の立場で、いかに早期建

設を進めるのかということについてお尋ねしたいと思います。お答

えください。

ふるさと再生課長。○議長（小黒敬三君）

ご質問にお答え申し上げます。○ふるさと再生課長（岩野寿長君）

津波シミュレーションの策定業務の内容でございますが、今回発

生しました大津波により、壊滅的な被害を受けた沿岸部の復興につ

いて、今後の海岸保全施設の整備の方針、さらには津波被災地の土

地利用等の条件を基にしまして、シミュレーションを実施すること

により、津波で浸水が想定される地域を推定し、その必要な防災設

備、津波防災の観点からのまちづくりに必要な判断材料とするため

の業務委託内容でありますので、ご理解願いたいと思います。

復興推進課長。○議長（小黒敬三君）

それではお答えいたします。○復興推進課長（宮口勝美君）

各復興住宅の完成時期はいつ頃かというご質問でありますが、今

のところまだ確定はできておりません。今、モデルで始まった500

戸についてのいわきの分につきましては、基幹的なものを含めまし
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て、今年度末ぐらいまでには募集要項といったものが決定しないと

間に合わないというタイムスケジュールになってくるかと想定をし

ております。その中で、今募集要項等も含めて検討しているところ

、 、でありまして 県の言い方としましては先ほども申し上げましたが

浪江町に特定して何戸という割り振りはできないという基本的な姿

勢をもっております。いわき市に避難されている方は、すべて条件

的にはみんな一緒だということから、浪江に対して何戸という割り

振りはできないという基本姿勢はあるようであります。こちらとし

ては、できるだけまとまった形で戸数の割り振りをしていただきた

いというお願いをしておりますが、県の姿勢としては、そういうこ

とになっております。

ただ、今申し上げましたように、募集要項等少なくとも今年末ま

でに決まらないと年度内中の入居というのは無理だと思いますの

で、それに向けて今詰めをしているところであります。

それから、南相馬市につきましては、今４カ所ほど南相馬市のほ

うで当たっていただいています。こちら土地の交渉がまとまれば、

すぐさま県との協議をしながら進めていくという形になろうかと思

いますが、これはおそらくは今年度の予算でとっている1,000戸の

部分での割り振りになってくるかと想定しております。

ただ、戸数についてはまだ確定をしておりません。これからの協

議ということになります。

それから、モデル住宅の関係ですが、これにつきましても県と打

ち合わせをしたところでありますが、まずは早急に復興住宅を建て

なくてはならないという形があるので、このためになかなかモデル

住宅の設置場所も含めて今本格的なところも決まっていない状況が

あるものですから、県としてもモデル住宅は造って早く見せたいと

いうところもあるようなのですが、今回の500戸の完成をもって、

それをモデルとしながら今後やっていくという形になるのではない

かという環境でありました。ですから戸別にモデル住宅はこれだよ

という形の設置はなかなか難しいというような状況であります。

それから、仮設があるところに災害住宅の建設をということであ

りますが、一番 初に申し上げましたが、町の方針としては、南相

馬市、いわき市、二本松市、３カ所に集中的に災害復興公営住宅を

建設するということで進めていくということで今進めております。

ただ、ほかの地域について全部やらないということではなくて、

各地域でおける災害住宅の建設があれば、浪江の住民も先ほどの県

の基準から行けば、当然入居基準に合うわけですからそこにも入れ

るという中で判断をするところであります。
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16番。○議長（小黒敬三君）

復興住宅についてでありますが、先ほどの町外○16番（馬場 績君）

コミュニティの３自治体の建設計画は合計2,100戸です。それで、

浪江町の県内の仮設借り上げの居住の状況は私のほうから申し上げ

るまでもないと思いますが、仮設住宅は町で押さえている分で県内

33カ所、220戸。ここに4,500人。その他に南相馬市に荒畑という所

にも浪江の町民が入っていると。これは南相馬市の仮設にカウント

されていて、浪江の町民も10戸ぐらい居るらしいという話で、詳細

はわかりませんが、そういう状況ですからこれより増えるというこ

と私は言いたい。その他にも借り上げ住宅は県内に4,300戸、約

9,400人。借り上げ住宅の人も中古住宅を買ったり、あるいは住宅

、 、新築をしたりして この数字が固定しているわけではありませんが

、 。いずれにしても 仮設住宅と借り上げ住宅を合わせると約6,600戸

現在の町民の居住状況。その上で県計画では３つの市で2,100戸だ

ということですから、現状からすれば、すべて借り上げに入ってい

る人がすべて復興住宅に住み替えるということではないかもしれま

せんが、絶対数が足りないということを私は言いたいのです。その

ことについて、県と町民の避難の現状との関係で、県とどういう協

議をしているのか。したがって、仮設のあるところにも復興住宅を

建ててもらいたい。計画との関係でも被災住民のその両方との関係

でも非常に重要且つ切実な問題ではないかと思います。その上で、

今後どう県や国と調整を進めていくのかと。

それからモデル住宅については、改めて造る計画はないと。いわ

き市も含めた500戸の住宅を見てもらうということですが、これは

やはり被災者としてはいわき市に行くとか、郡山市に行くとか、会

津若松市に行って見てこざるを得ないということですから、復興住

、 、宅については ほかの町村はどういう計画があるかわかりませんが

浪江町は浪江町として、やはり少なくても町外コミュニティを考え

ている３つの自治体にはモデル住宅いくつかを造って、そこで町民

の現場からの声を聞くと、そういう取り組みが今求められている復

興住宅建設に向けた復旧・復興計画ではないかと思います。いかが

お考えでしょうか。お答えください。

それから、津波シミュレーションについては、これは完成品を見

てみないとなんとも言えないわけですが、沿岸部をどう整備するか

と。あるいは被災地も含めた土地利用の計画づくりをするためにシ

ミュレーションをしたということです。全体として、シミュレーシ

ョンを基に津波被災地区のまちづくりを今後進めたいというお話で

すが、具体的どう進めるかということについて、ひとつだけ聞いて
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おきたいと思います。

シミュレーションは造りましたと、議会やあるいは関係住民に説

明をしましたと。そこで留まるのか。そうではなくて文字通り町民

参加のもとで土地利用計画も含めた新たなまちづくり計画の検討に

入るという計画をされているのか。というよりもそういうスタンス

で事業を進める必要があると思いますがいかがでしょうか。お答え

ください。

復興推進課長。○議長（小黒敬三君）

それではお答えいたします。○復興推進課長（宮口勝美君）

現在の避難状況、県内でいっても6,600戸の避難状況があるにも

かかわらず、先ほど言いましたが、南相馬市、いわき市、二本松市

への数は町が要望している数であります。そこの差があるのではな

、 、いかというご指摘でございますが アンケート調査からいきますと

実数はもっと少ない数値になっています。ただ先ほど申し上げまし

たように、まだ決めかねている方が50％いるということから、そこ

の案分も加えまして今の数字を要望しているという状況でありま

す。県では今計画しているのが5,000戸の予定であります。ですか

ら、絶対数が少ないということから言えば、確かに少ないというこ

とになりますが、今要望しているこの数字でさえ、県のほうとして

は、もっと精査しろという形で来ております。

ただうちのほうとしては、この数字なんでかんでつくってくれと

いう話をしていました。要は早く造れば早く入るんだと、遅くなれ

ばなるほど減るよという話もしています。ですから、より早く造っ

ていただくことによって、この数もこなせるんだから早く造ってく

れと要望はしておりますが、今のところ災害公営住宅の要望から言

ってこの数で押しているという状況です。

それから、モデル住宅に関しましては、先ほど議員からもありま

したが、こちらとしましても早く進めるところがある。例えば南相

馬市が早く進むという場合については、そこについても県にもそう

いったモデル住宅の設置をお願いしながら、詰めていきたいと思っ

ております。

ふるさと再生課長。○議長（小黒敬三君）

ご質問にお答え申し上げます。○ふるさと再生課長（岩野寿長君）

今後の津波被災地のまちづくりにつきまして、国、県それから関

係機関、各課と調整しながら進めてきたいと思っております。当然

住民参加も考えております。

復興基金関係すべてに絡むと思いますが、なる○議長（小黒敬三君）

べく予算書に沿った質問ということで、よろしくお願いします。
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その他ございませんか。７番。

12ページ、今回の第９号の補正は、事業精算確○７番（山崎博文君）

定によるものだということですが、節の25積立金の町復旧復興基金

積立金についてですが、総務課分として４億5,377万6,000円、それ

とその基金に対する利子が復興推進課のほうに積み立ててあります

が、振り分けた会計処理した理由についてお伺いいたします。

ちょっと聞き逃しましたので、次の13ページの東日本大震災復興

交付金基金の残高を教えていただきたいと思います。あわせて次の

財政調整基金の残高も教えていただきたいと思います。

後に14ページ、節13委託料、この津波シミュレーションの策定

業務委託料の多くの財源は、東日本大震災復興交付金が当てられた

と思いますが、この確定による委託料の金額についてお伺いいたし

ます。よろしくお願いいたします。

総務課長。○議長（小黒敬三君）

それではお答えを申し上げます。○総務課長（谷田謙一君）

まず12ページ、積立金でございますが、総務課、復興推進課とな

っておりますが、実は基金そのものの設置が復興推進課の所管とい

、 。 、うことで 平成24年度に創設した経緯がございます そういう中で

財源の所管につきましては、震災時の特別地方交付税での積み増し

分につきましては総務課という取り扱いですから、今回の復興交付

金基金積立金４億5,377万6,000円あるのですが、そのうちの大部分

が特別地方交付税の震災特交分ということで３月22日に交付決定さ

れたということを説明したのですが、そのようなことで、総務課と

いう扱いということで分けたところであります。

さらに、２番目の東日本大震災の復興交付金の基金積立金の残高

でございますが２億1,921万2,000円となります。さらに、その下の

財政調整基金でございますが、年度末現在高が13億6,823万2,000円

となります。

ふるさと再生課長。○議長（小黒敬三君）

ご質問にお答えします。津波シミ○ふるさと再生課長（岩野寿長君）

ュレーションの策定業務委託料でございますが、金額を申し上げま

す。2,374万500円でございます。

７番。○議長（小黒敬三君）

町の復旧復興基金についてはわかりました。○７番（山崎博文君）

まず財政調整基金の残高ですが、実は補正８号で残高が載ってい

るんです。それが13億6,823万2,000円ですから、それに今回積み立

てたということですから、プラス56万5,000円の残高が正確ではな

いかと思いますが、それでよろしいのかどうか。
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それと、今いいましたように、補正の８号では残高がきちんと記

載されているんです。今回は、下の佐藤十郎職員研修基金なんかも

そうですが、残高をしっかり記載すべきだと思うのです。私達は、

新の町の行政の経営状況を把握しておかなければならない立場な

ものですから、これをぜひご検討いただきたいと思います。

、 、後に 津波シミュレーションの確定金額が今示されたましたが

この復興交付金がもし余った場合、これは国に返還業務が生じるの

かどうか。これも確認をしておきます。よろしくお願いします。

総務課長。○議長（小黒敬三君）

大変失礼をいたしました。財政調整基金残○総務課長（谷田謙一君）

高は、これに積立金の56万5,000円を加わった額となります。大変

申し訳ありませんでした。それと基金とかそういう項目につきまし

ては、今後基金残高ということで記載したいと思います。よろしく

お願いしたいと思います。

、 、それでは復興交付金関係なのですが 復興交付金につきましては

すべて基金に一旦積み立てて５年以内に使うようになっておりま

す。その中での調整はできるようになっております。ですから、

後の精算になるということでございます。

他にありませんか。３番。○議長（小黒敬三君）

先ほど、16番馬場議員が復興住宅の件で質問し○３番（鈴木幸治君）

ましたが、私その辺に関連して１つは、課長のほうから答弁があっ

た２ＬＤＫ、それから３ＬＤＫというようなことで、県のほうと協

、 、 、議が進んでいると私は受けましたが 現在 仮設を回ってみますと

広さの問題が非常に深刻だということを大分言われます。

そこで、仮設とあまり変わらないものを造っても、これは本当に

変わらないのではないかと思いますので、今後の県との協議の中で

やはりグレードをアップした復興住宅というものを建設していただ

いて、例えば、南相馬市のほうに造るとすれば、浪江の人が入らせ

てもらって、何かの都合で出るようになったときに、その復興住宅

のほうに南相馬市の人が、あそこの復興住宅がいいので我々も入ろ

うというようなぐらいの物を造ってやらないと、また、がらんと空

いてしまってお金がもったいなくないかという感じもしますので、

仮設に入っている方々の大半の悩みというのは狭いということが第

一の悩みのようですので、今後県との協議の中で２ＬＤＫ、３ＬＤ

Ｋが変更されて、もう少し広いものが造れるのかどうか、その辺を

お願いしたいと思っております。

ということで、復興住宅考えて答えられる部分○議長（小黒敬三君）

は答えていただいて。
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復興推進課長。

それではお答えいたします。○復興推進課長（宮口勝美君）

先ほど２ＬＤＫ、３ＬＤＫとお話しましたが、今、県のほうで想

定しているのがその大きさであるということで、なおかつ、今の仮

設の大きさとは比べものとならない通常の公営住宅と同等の大きさ

は確保するということになっております。

今、お話にありましたとおり、造ったところで悪ければ入らない

ということを当然こちらとしても注文を出しております。早ければ

いい、悪ければいいではだめなので、早くなおかつ質の良いものを

造ってもらわないと、当然入りたくても入れなくなるし、その後の

使用目的としての県営住宅としても浪江が出たら誰も入らなくなっ

たということでは困るでしょうということも含めて、要望を出して

いるところですので、その辺も今後とも要望を出していきたいと思

っております。

仮設住宅喫緊の課題でありますが、なるべく予○議長（小黒敬三君）

算を中心に議論のほうをお願いしたいと思います。

その他質疑ございませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平

成24年度浪江町一般会計補正予算（第９号 ）を採決いたします。）

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（小黒敬三君）

よって、承認第１号は承認することに可決しました。

◎承認第２号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第10、承認第２号 専決処分の承認を求め○議長（小黒敬三君）

ることについて（平成24年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号 ）を議題といたします。）

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第２号専決処分の承認を求めることについ○町長（馬場 有君）

てご説明いたします。



- 38 -

本案は、平成24年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）について専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、後期高齢者医療広域連合納付金25万5,000円の増額など

により、歳入歳出それぞれ29万円を増額するものであります。

よろしくお願いいたします。

以上で提案理由の説明並びに議案の説明が終わ○議長（小黒敬三君）

りました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

16番。

、○16番 馬場 績君（ ） ちょっと珍しい予算説明がついておりますので

確認をさせてください。

４ページ、雑入として108万円。説明では東日本大震災等対応事

業費、後期高齢者の雑入で、震災等対応事業がなぜ雑入なのか。こ

の雑入と対応事業の内容説明をお願いしたいと思います。

健康保険課長。○議長（小黒敬三君）

ただいまのご質問でございますが、休○健康保険課長（紺野則夫君）

。 。 。議をお願いいたします 答弁調整いたします 申し訳ございません

暫時休議いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ３時５０分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ３時５１分）

健康保険課長。○議長（小黒敬三君）

失礼いたしました。○健康保険課長（紺野則夫君）

雑入の108万円でございますが、これは広域連合のほうから浪江

町のために何に使ってもいいということで、支援金としていただい

たものでございます。

その他質疑ありませんか。○議長（小黒敬三君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（平

成24年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号 ）を採）

決いたします。
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採決は起立により行います。

本案を承認することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（小黒敬三君）

よって、承認第２号は承認することに決定いたしました。

◎承認第３号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第11、承認第３号 専決処分の承認を求め○議長（小黒敬三君）

ることについて（浪江町税条例の一部改正について）を議題といた

します。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第３号、専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、東日本大震災による復興支援税制の改正拡充並びに各種

税負担軽減措置の整備合理化廃止等を含めた、地方税法の一部を改

正する法律、平成25年法律第３号等により、地方税法の一部が改正

されたことに伴い、浪江町税条例について所要の改正を行うもので

あります。

詳細については、町民税務課長に説明させます。

町民税務課長。○議長（小黒敬三君）

それでは、承認第３号についてご説明○町民税務課長（高倉敏勝君）

を申し上げます。

資料の浪江町税条例新旧対照表によって説明をさせていただきま

す。

、 、まず １ページの税条例第34条７第２項についてでございますが

これにつきましては、平成25年度から復興特別所得税が課税される

ことに伴いまして、所得税においての寄附金控除によりまして、復

興特別所得税分も連動して提言されますので、この分を勘案した特

例控除の加算率について今回読み替え規定として新設されました。

これに伴う税条例の改正でございます。

次に、第54条第５項の改正でございますが、これは法人等が行う

事業に伴う土地改良事業等の借換地の固定資産におきます特例措置

が廃止されたため、それに伴う削除ということでございます。

。 、２ページをお開きください 第87条第１項から３号までの改正は

土地価格縦覧帳簿及び家屋評価縦覧帳簿様式の追加に伴う様式番号

の変更でございます。この87条につきましては、今言いましたのは

33条の２というのが、新たに土地家屋縦覧帳簿というのが加わった
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ために、軽自動車税の様式が４号及び５号に繰り下がったものでご

ざいます。

次に３ページ、131条の４の改正につきましては、１ページの54

条第５項等の改正と同様の特別措置保有税に係る特例措置の廃止さ

れるための削除でございます。

次に、４ページをお開きください。４ページから５ページにかけ

ましては、税条例附則の改正となります。まず附則第２条第１項か

ら第３項及び５ページの附則第４条の改正につきまして説明を申し

上げます。

まず、国税における延滞金及び還付金、還付加算金等の見直しに

。 、伴いまして地方税も同様に引き下げられます これにつきましては

平成26年１月１日分からでございます。従前は、納期限１カ月以内

、 、7.3％であったものが 特例基準割合プラス１％と改正されまして

納期限１カ月経過後以降は14.6％であったものが、特例基準割合プ

ラス7.3％と改正されます。賦課加算金は特例基準割合の率となり

ます。因みに、特例基準割合というのは現在4.3％となってござい

ます。

次に、６ページをお開きください。附則第４条２項第１項の改正

は、租税特別措置法第40条第10項の新設加入による交付によるもの

でございます。これは特定贈与を受けた公益法人から、さらに財産

等を譲り受けた他の広域法人の贈与も所定の手続きで特定贈与とみ

なされているものでございます。

附則第７条の３の２、第１項の改正につきましてご説明申し上げ

ます。所得税及び個人住民税における住宅借入金と特別税額控除の

適用期限が、平成25年12月31日までとされていたものが４年間延長

されました。同時に、借入金年末残高の限度額、控除率、 大控除

額も改正されました。さらに、所得税で控除しきれなかった残額を

翌年度分の個人住民税で控除するため、控除限度額も改正されまし

た。これにつきましては、課税総所得の７％を上限とされておりま

す。そのために地方税附則第５条４の２の第４項他が新規加入され

まして、それに伴い項送りになりまして、読み替え規定の加入第９

項となったのでございます。

次に、第７条４の第１項でございます。先ほど第１ページ、冒頭

。 、で説明しました 第34条の７の第２項と同様で読み替え規定の新設

繰り入れによるものでございます。

次に、７ページ、附則第10条の２第２項の改正、地方税附則第15

、 、条第５項の課税の特例が廃止されまして それに伴い同条において

項の繰り上げがなされたための改正でございます。
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第３項は、新設されました都市再生特別措置法に該当する備蓄倉

庫に対して、固定資産税の課税の適応がされるという内容でござい

ます。

次に、附則第17条の２第３項についてですが、特別措置法の改正

により、第37条９の２が削除されたための改正でございます。

８ページから10ページ上段にかけての附則第22条の２第１項の改

正についてご説明申し上げます。この条文は、震災で滅失した家屋

の敷地を譲渡した場合、震災の日から７年間は期間を延長して課税

の特例を個人住民税においても受けられるという内容を含む各種特

例を適用するための読み替え規定でございます。今回の租税特別措

置法の改正を反映しまして、読み替え表を整理したものとなってご

ざいます。

附則第22条の２第２項は、追加新設されましたが、震災で滅失し

た家屋の敷地の所有者が震災等で亡くなりまして、相続した人がそ

の土地を譲渡した場合におきましても、第１項と同様に課税の特例

を受けられるように配慮した規定ございます。

第３項は、第２項が追加されたための改正でございます。

次に、第10ページの附則第23条第１項及び第２項の内容となりま

す。震災特例法によりまして、震災被害家屋に従前より住宅借入金

等特別税額控除がなされた場合、震災で家屋滅失後であっても控除

。 、が予定されていた残存期間において税額控除が可能であると また

再取得家屋との重複適用もできる旨定められていました。今回の改

正では、適用期間の４年の延長、借入限度額、控除率、 大控除額

が拡大されまして、その内容において地方税附則及び租税特別措置

法で改正がなされまして、これに伴い個人住民税の適用規定である

税条例附則第７条の３及び７条の３の２の読み替えがなされるため

の改正となったものでございます。

以上で提案理由の説明並びに議案の説明が終わ○議長（小黒敬三君）

りました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

16番。

、○16番 馬場 績君（ ） 資料もいろいろ条文改正の説明がありましたが

８ページの第22条に関するところでお聞きしておきたいと思いま

す。

要するに、東日本大震災等で被害を受けた敷地等、譲渡した場合

には、課税の特例で課税免除するという内容ということの説明があ

りました。

この条文を見る限りは、なかなかそこまでは理解できないわけで
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すが、そうだという説明がありましたので、あえて確認をしておき

ますが、この表の中に租税特別措置法31条がどうだとかいろいろあ

りますが、これは固定資産税等の課税免除だけなのか。ここに書い

てあるように譲渡に関する課税特例というか、課税免税の特例等々

が入っているのか。この条文等について議案調査する時間がないと

いうとあちこちになりますが、条文の調査できませんでしたので、

この第22条の２に関する課税特例の主な中身について、改めて説明

を求めておきたいと思います。お答えください。

町民税務課長。○議長（小黒敬三君）

お答え申し上げます。○町民税務課長（高倉敏勝君）

まず、一つお答えしておかなくてはいけないのは、これは固定資

産税のほうとはまた変わってきます。これはあくまでも譲渡のほう

でございますので、固定資産税のほうとは若干赴きを違うというこ

とで、ご理解いただきたいと思います。

まず主なものでいきますと、居住用財産を譲渡した場合の長期譲

渡所得、この場合ですと 大で600万円。それから居住用財産の譲

渡所得の特別控除等の、あくまでも居住財産等の開会等も含めまし

た譲渡の控除特例ということでご理解いただければと思います。

16番。○議長（小黒敬三君）

ぜんぜん理解できません。譲渡に関する課税の○16番（馬場 績君）

特例だとすれば、22条の２項の中に書かれているのだと思うのだけ

れども、例えば譲渡した場合、600万円の課税の特例があるという

答弁がありましたが、この条文の法律の第何条にそれが該当するの

。 。か あるいはそれ以外の課税の特例というのはどういうものなのか

すべて答えられないとすれば、簡潔な資料を議会のほうに今日終わ

ってからでも結構ですから配付をして、我々の理解に供してもらい

たいと思います。お答えください。

町民税務課長。○議長（小黒敬三君）

まず、東日本大震災にかかわるものも○町民税務課長（高倉敏勝君）

含めましてですが、先ほど申し上げましたのは、この特例措置の中

で、例えば居住用につきましては、平成25年１月から３月の中でも

借入れ限度額がございます。それぞれ認定住宅とか、それから一般

住宅とかございまして、その中での説明を申し上げたものでござい

ます。おのおのにつきましては、それぞれ一般住宅、認定住宅、優

良住宅というものございまして、それぞれの建物によって、住宅に

よって変わります。先ほど600万円と申しましたのは、平成26年７

月から平成29年４月までの新築をもとに長期譲渡を受けまして、借

入れ限度額5,000万円をしたものに対しては、控除について２％、
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大控除額が600万円になるということでございます。

各控除につきましては、特別措置法の中で細かくうたっておりま

すが、今ここで細かい資料を持ち合わせておりませんので、ご理解

いただきたいと思います。

16番。○議長（小黒敬三君）

これで 後ですので。今の答弁でも私は十分整○16番（馬場 績君）

理出来ないのですが、私が言いたいことは、東日本大震災で大きな

被害を受けたと、請戸・棚塩地区で。その人達がこういう課税の特

例が受けられるという中身がわかるものでなければならないと思う

のです。これは議案として上程しているわけですから、それ以上細

かい説明ができないとするならば、広報なみえでは被災町民が、そ

ういう制度があって、こういう特例があるんだなということが理解

できるようなものも被災町民に周知できるような方法を講じるべき

ではないかと思います。そういう対応をされるかどうかお答えくだ

さい。

町民税務課長。○議長（小黒敬三君）

これらにつきましては、住宅取得のロ○町民税務課長（高倉敏勝君）

ーン控除でございますので、当然申告の時期等も合わせまして広報

が周知できるように進めていきたいと考えます。

その他質疑ありませんか。○議長（小黒敬三君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（浪

江町税条例の一部改正についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を承認することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（小黒敬三君）

よって、承認第３号は承認することに決定いたしました。

ここで午後４時30分まで休憩をとります。○議長（小黒敬三君）

（午後 ４時１０分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ４時３０分）
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ここで16番より、発言の訂正を求められており○議長（小黒敬三君）

ます。

16番。

専決第１号の質疑の中で、数字の間違いがあり○16番（馬場 績君）

ましたので、発言の訂正をお願いいたします。

復興公営住宅合わせて「2,100戸」と申し上げましたけれども、

３自治体に対する浪江町の要望は「3,100戸」になりますので、以

上の通り訂正をお認めいただきたいと思います。

◎同意第３号の上程、説明、質疑、採決

同意第３号 監査委員の選任についてを議題と○議長（小黒敬三君）

いたします。

それでは議案を配付いたしますので、暫時休憩○議長（小黒敬三君）

します。

（午後 ４時３１分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ４時３３分）

事務局長をして議案の朗読をさせます。○議長（小黒敬三君）

［事務局長朗読］

本案の審議に当たり地方自治法第117条の規定○議長（小黒敬三君）

により、７番、山崎博文君の退場を求めます。

［７番 山崎博文君退席］

町長から提案理由の説明を求めます。○議長（小黒敬三君）

同意第３号 監査委員の選任についてご説明申○町長（馬場 有君）

し上げます。

本案は、議会議員の任期満了に伴い、議員の中から選任される監

査委員について、地方自治法第196条第１項の規定に基づき議会の

同意を求めるものであります。

今回選任をお願いいたします山崎博文氏については、人格が高潔

で、地方自治体の財務管理、行政運営に優れた識見を有する方で適

任者であると考えておりますので、同意くださるようお願いいたし

ます。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（小黒敬三君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか
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［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより同意第３号を採決いたします。採決は起立によって行い

ます。

本案に、原案どおり同意を与えることに賛成の諸君の起立を求め

ます。

［賛成者起立］

起立多数であります。○議長（小黒敬三君）

よって本案は原案のとおり同意を与えることに決しました。

７番、山崎博文君の入場を認めます。

［７番 山崎博文君復席］

暫時休議をいたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ４時３６分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ４時３７分）

◎日程の追加

ただいま議会運営委員長から、発委第４号 議○議長（小黒敬三君）

会報特別委員会設置に関する決議（案）が提出されました。これを

日程に追加しなおし、直ちに議題にしたいと思いますが、これにご

異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。質疑を終わります。○議長（小黒敬三君）

よって、発委第４号を日程に追加し、直ちに議題とすることに決

定しました。

◎発委第４号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第１、発委第４号 議会報編集特別委○議長（小黒敬三君）

員会設置に関する決議（案）を議題といたします。

事務局長に発委の朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者の16番、馬場績君から提案理由の説明を○議長（小黒敬三君）

求めます。

16番。

それでは、議会報編集特別委員会設置に関する○16番（馬場 績君）

決議の提案理由を説明させていただきます。
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提案理由は、お手元の資料にも書いてありますとおり、浪江町の

議会だよりを発行するためであります。

よろしくご審議をいただきたいと思います。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（小黒敬三君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ 質疑なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（小黒敬三君）

これより採決いたします。

採決は起立により行います。

発委第４号 議会議会報編集特別委員会を設置し、審査並びに調

査することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（小黒敬三君）

よって、発委第４号は原案どおり可決されました。

お諮りいたします。○議長（小黒敬三君）

議会報編集特別委員会の委員につきましては、先例によりまして

各常任委員会から２名を選出することになっており、そのうち１名

は副委員長があたることになっております。したがいまして、各常

任委員会において残る１名の選任をお願いいたします。

総務常任委員会は２階中会議室２で、産業建設常任委員会は２階

小会議室で、文教厚生常任委員会は２階中会議室３で行います。

ここで暫時休憩いたします。休憩は午後４時50○議長（小黒敬三君）

分までといたします。

（午後 ４時４１分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ４時４７分）

なお、本日の議会は議事日程の都合により、予○議長（小黒敬三君）

め時間を延長いたします。

（午後 ４時４７分）

先ほどの協議により、議会報編集特別委員会の○議長（小黒敬三君）

、 、 、 、 、 、委員に２番 佐々木勇治君 12番 佐藤文子君 ５番 平本佳司君
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６番、松田孝司君、７番、山崎博文君、１番、渡邉泰彦君を指名し

たいと思います。

これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

よって、議会報編集特別委員会の委員は以上のとおり選任するこ

とに決定いたしました。

ここで直ちに、議会報編集特別委員を２階中会議室２で開催し、

正副委員長の互選をお願いいたします。

暫時休憩いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ４時４９分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ５時０５分）

ただいま、議会報編集特別委員会の委員長に山○議長（小黒敬三君）

崎博文君、副委員長に佐藤文子君が互選されましたので、報告いた

します。

閉会中の継続審査（調査）申し出の資料配付の○議長（小黒敬三君）

ため、暫時休憩いたします。

（午後 ５時０５分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ５時２７分）

ただいまより、議会運営委員会を開催いたしま○議長（小黒敬三君）

すので、２階中会議室３にお集まりいただきたいと思います。

暫時休憩いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ５時２７分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ６時０６分）

◎日程の追加

ただいま各常任委員長及び議会運営委員会委員○議長（小黒敬三君）
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長並びに議会報編集特別委員長からお手元に配付しました閉会中の

継続審査（調査）の申し出があります。

お諮りします。

これを追加日程第２として議題とすることにご異議ございません

か。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

◎委員会の閉会中の継続審査（調査）の申し出について

追加日程第２、これより閉会中の継続審査（調○議長（小黒敬三君）

査）の申し出についてを議題といたします。

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査（調査）に付

することにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（小黒敬三君）

よって、閉会中の継続審査（調査）に付することを決定いたしま

した。

ただいまより全員協議会を開催するため、休憩○議長（小黒敬三君）

いたします。暫時休憩いたします。

（午後 ６時０８分）

再開いたします。○議長（小黒敬三君）

（午後 ６時３５分）

、 、○議長 小黒敬三君（ ） 私のほうからですが 議会運営委員会のほうに

今、ある議員のほうから、会議中、休憩に入ったとはいえ、不適切

な発言が、３番、鈴木幸治君からありましたので、議会は神聖な場

で誠意を尽くして議論するところでありますので、今後そのような

ことがないようによろしくお願いします。

なお、議場におきましては、飲食等がいかなる理由でも禁止され

ているということでありますので、その点も含めて今後神聖な粛々

とした議会運営のためにご協力よろしくお願いしたいと思います。

今日はここで止めておきたいと思います。

◎閉会の宣告

以上で本臨時会に付議された事件はすべて終了○議長（小黒敬三君）

いたしましたので、会議を閉じます。
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これをもって、平成25年浪江町議会第３回臨時会を閉会いたしま

す。

（午後 ６時３７分）
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浪江町議会臨時議長 三 瓶 宝 次
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署 名 議 員 渡 邉 泰 彦
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